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成長事業の再強化を加速させ、
中期経営計画の達成に邁進いたします。

株主の皆さまには平素より格別のご高
配を賜り、厚く御礼申しあげます。
当社グループは、2026年（創業360

周年）のあるべき姿として、業界トップ
レベルの収益構造を持つ複合専門商社
グループに成長することを目指す「ユア
サビジョン360」を策定し、その第1ス
テージとなる3ヵ年の中期経営計画
「Growing�Together� 2020」にグルー
プ全社員一丸となって取組んでまいりま
した。
当期はコア事業と経営基盤の強化を継

続するとともに、成長事業の再強化をさ
らに加速させてまいりました。「海外事業」

においては、海外現地企業への販売強化
と北米の拠点増加などにより、取引拡大
に注力いたしました。「ロボ（AI）＆IoT
事業」においては、各メーカーとの連携
により自律走行型協働ロボットを開発す
るなどコーディネート力を強化するとと
もに、国内外のシステムインテグレー
ターとも連携しノウハウの蓄積も進めて
まいりました。
自動化、省人化、AI・IoTなどの情報技

術の進化、EV・自動運転の急速な開発・
発展などの環境の変化もビジネスチャンス
と捉え、ユアサグループの総合力で、的確
かつ迅速に対応してまいります。また、

太陽光発電の自家消費システムの提案や、
地震や豪雨などの自然災害対策として、
災害用備蓄倉庫、水害用防水板、危険な
ブロック塀の改修など、環境やレジリエ
ンスの社会課題解決にも積極的に取組ん
でまいります。
昨年稼働した、双方向プラットフォーム

ECサイト、「Growing�Navi」につきまし
ては、掲載企業数、商品数、アクセス数
とも順調に増加し、売上増加と業務効率
化を着実に進めました。ワンストップで
お客様のニーズにお応えすべく、商品ラ
インナップと機能を充実させ、ECビジネ
スの拡大にも注力してまいります。
新市場につきましても、新たな事業の

柱として、農業や介護・医療分野などの
市場開拓を進め、次のステージに向けて
着実な一歩を進めてまいります。
配当につきましては、普通配当70円

に、会社設立100周年の記念配当10円を
加え80円とし、年間配当を１株当たり
140円（株主還元率34.3％）とさせてい
ただきました。2020年3月期におきまし
ては、年間配当150円（株主還元率
33.2％）を予定しております。引き続き
継続的かつ安定的な配当実現に向け、全
力で取組む所存でございます。
株主の皆さまにおかれましては、何卒

相変わりませぬご支援とご鞭撻を賜り
ますよう、お願い申しあげます。

代表取締役社長

定量目標（連結）
2020年3月期

計画
2026年3月期

計画

売上高 5,000億円 6,000億円

営業利益 140億円 —

経常利益 150億円 200億円

経常利益率 3.0% 3.3 %

当期純利益 100億円 —

ROE 12.2% 11.7 %

株主還元率 33.2% 33.0 %以上

2019年3月期　経営成績

売上高 4,936億27百万円
前期比 6.9%増 

営業利益 125億17百万円 
前期比 9.8%増

経常利益 134億37百万円 
前期比 10.6%増

親会社株主に
帰属する
当期純利益

90億38百万円 
前期比 9.4%増

1株当たり配当金と株主還元率の推移
■�中間配当金���■�期末配当金���■�記念配当���━�株主還元率
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YUASA社長メッセージ
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Growing Together 2020

ユアサビジョン360

1st
2018—2020年

業界トップレベルの収益構造を持つ複合専門商社グループへの成長を目指します。
「ユアサビジョン360」2026年（創業360周年）のビジョン

長期ビジョンと中期経営計画

■■■売上高　■■■経常利益　�━�経常利益率

2nd
2021—2023年

3rd
2024—2026年



住設･管材･空調部門

貸家の新設住宅着工戸数は減少も、マン
ションや戸建て住宅のリフォーム需要向け
住宅設備機器や非住宅分野の空調・管材商
品の需要は底堅さを維持。新エネルギー関
連では、第３四半期以降、太陽光発電パネル
の販売は持ち直し、パワーコンディショナ
などの周辺機器の需要も回復がみられた。

（億円）

前期比 5.0％増
売上高 1,521億5百万円

YUASAセグメント別の概況
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エネルギー部門

4.7%
その他部門

4.9%

工業機械部門

26.4%

産業機器部門

14.8%建設機械部門

7.0%

建築・エクステリア部門

11.4% 住設･管材･空調部門

30.8%

産業機器部門

米中貿易摩擦の影響もあり、半導体やス
マートフォン関連産業は期の後半にかけ、
中国市場中心に需要に減速感もみられた
が、自動車関連産業を中心に国内の工場稼
働率は底堅さを維持し、自動化・省力化機
器、切削工具、測定器具、制御機器などの需
要は堅調に推移。

（億円）

前期比 3.7％増
売上高 730億43百万円

2019年
3月期

730.43

2017年
3月期

646.55

2018年
3月期

704.18

工業機械部門

国内の半導体関連産業の需要は、第３四半
期以降一服感がみられるも、自動車、建設
機械、医療関連産業の工作機械需要は好調
に推移。ロボット市場も底堅い自動化需要
に支えられ成長維持。海外では自動車関連
産業の需要は中国、インド、ベトナム、イン
ドネシアで順調に推移。

（億円）

前期比 13.7％増
売上高 1,305億55百万円

2019年
3月期

1,305.55

2017年
3月期

1,101.16

2018年
3月期

1,148.43

2019年
3月期

1,521.05

2017年
3月期

1,390.58

2018年
3月期

1,448.20

2019年
3月期

562.33

2017年
3月期

490.02

2018年
3月期

516.52

建設機械部門

インフラ整備、災害復旧・復興工事などの
公共工事や都市部を中心とした再開発事
業により建設機械需要は伸長し、当社が主
力とするレンタル業者向け小型建設機械
の設備投資需要にも持ち直しの動きがみ
られた。

（億円）

前期比 3.0％増
売上高 343億55百万円

2019年
3月期

343.55

2017年
3月期

351.56

2018年
3月期

333.50

エネルギー部門

石油製品需要の減少が続く中、石油元売事
業者の再編の影響や石油製品価格に大きな
変動がみられ、市場環境の変化が継続。ま
た、暖冬の影響などにより冬季の灯油需要
も低調に推移。

（億円）

前期比 8.2％減
売上高 234億35百万円

その他部門

消費材事業では、白物家電や調理家電の新
商品を投入し、新ECサイト「ユアサプライ
ムス.com」を稼働させるなど販売チャネ
ル拡大。木材事業では、原産地の自然災害
や天候不良などでの供給不足の影響があっ
たが、国内における合板需要は梱包材を中
心に堅調に推移。

（億円）

前期比 13.1％増
売上高 238億98百万円

建築･エクステリア部門

建設技能者不足などによる工期遅延もあった
が、首都圏を中心に商業・物流施設向けの景
観エクステリア商材及び再開発事業などビル・
マンション・ホテル向けの金属建材需要やイン
フラ関連需要は堅調に推移。また、自然災害
の復興需要の本格化により、フェンス・ガード
レールなどのエクステリア商材の販売が増加。

（億円）

前期比 8.9％増
売上高 562億33百万円

セグメント別売上高構成比

売上高 4,936億27百万円

2019年3月期

2019年
3月期

238.98

2017年
3月期

220.42

2018年
3月期

211.29

2019年
3月期

234.35

2017年
3月期

263.03

2018年
3月期

255.34



当社ならではの独自機能の発揮により収益力を高める

YUASA中期経営計画「Growing Together2020」最終年度の取り組み
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コア事業の機能強化

• 地域ブロック制の導入
これまでのタテの営業本部組織に加え、今年４月より
地域ブロック制を導入し、ブロック長・拠点長の権限
と責任を強化し、タテ＜商品戦略＞とヨコ＜地域戦略＞
での総合力を発揮。

• 営業部門統括再編
営業部門統括のもとに省エネ事業を担うＹＥＳ部、新事
業開発を担う新事業開発部、建築事業や専門工事の
支援を担う技術支援室を移管し、全社横断で省エネ提
案とエンジニアリング機能を活かせる体制を強化。

• ロジスティクス戦略室新設
当社の物流のコストダウン・効率化を図り、さらなるロジ
スティクス機能の強化を目指す。

• 総合力によるトータル
ソリューション
タテ（営業本部）＋ヨコ（地域
ブロック）＋機能子会社の総合
力によるトータルソリューション。

• ワンストップによる
課題解決
設備更新、経費節減、安全対
策、災害対策、人手不足、環
境対策といった課題に対し、
ワンストップによる課題解決を
提案。

取引先ネットワークの強みを生かした「コーディネーター機能の発揮」

機能強化による収益構造改革
グループ全体で総合力を発揮し「モノ売り」から「コト売り」へ

成長事業と
新分野開拓により
２ndステージ
以降の基盤を構築

チャレンジする
企業風土醸成

「ESG」「SDGｓ」の
取組み強化

メーカー7社とともに、快適
で災害に強い、未来の街づく
りをテーマに「ミライノベー
ションプロジェクト」をスター
トし、高機能商品群の開発・
提案を行っています。

当社グループ会社のロボットエンジニ
アリング（株）とメーカー各社と共同で
開発しています。

• 自律走行型協働ロボットの開発 •（自家消費対応）蓄電機能付き
太陽光発電システムのパッケージ販売

• ユアサオリジナル
ソーラー街路灯の開発など

ユアサオリジナル
PVパッケージ提案

エネルギーの自給自足時代
に対応した、オリジナルのPV
パッケージ提案を開始してい
ます。（蓄電機能搭載パワー
コンディショナを標準採用）

グループ総合力による「ワンストップ機能の発揮」 組織改革

お取引先様と
「ともに」
成長する

コア事業の
機能強化

成長事業の
再強化

経営基盤の
強化

⇒ コア事業の機能強化
⇒ シナジーの発揮
⇒ 成長事業の競争力強化
⇒ 新分野開拓

M＆Aの活用 組織改革

⇒ 地域ブロック制導入
⇒ 営業部門統括再編
⇒ ロジスティクス戦略室

新設

YUASA
TOTAL SOLUTION



YUASA中期経営計画
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2018年
3月期
（実績）

333

2019年
3月期
（実績）

414

2020年
3月期
（目標）

550

2023年
3月期
（目標）

740

2026年
3月期
（目標）

1,000
工業分野

住環境分野

建設分野

ニューイングランド支店

海外現法にサービススタッフが常駐
しメンテナンス対応

中古建機オークション事業（YUMAC）

産業用太陽光発電システム
（タイ日系ユーザー様）

高効率ターボ冷凍機
（ベトナム日系ユーザー様）

成長事業の再強化
社会的な課題 安全・安心 災害・防災高齢化 環境対策労働人口

の減少

現地資本企業への販売と北米事業の強化

東南アジア各国での独自機能の発揮

北米事業の強化

東南アジア各国での創エネ＆省エネ提案

東南アジア建機販売＆中古建機販売

2018年2月に米国4拠点目となるニューイングランド支店
（写真）を設立、北米事業をさらに強化しております。

タイに加え新たにベトナムに人員を配置
し、製造現場への創エネ・省エネ提案を
強化しております。

マレーシアの現地法人が持つディストリ
ビューター機能を発揮し、東南アジア各
国において高所作業車やミニショベルな
どの販売を強化しております。

海外事業

工業

住環境
建設

工業

住環境
建設

最終年度に向けて
今期の強化ポイント

• 現地資本企業との取引拡大
• 北米事業の強化
• ベトナム事業の強化
• 販売エリア拡大

• 中国：自動化ニーズに対する販売拡大
• インド：排ガス規制に対応した設備提案
• ベトナム：現地資本企業への販売拡大
• 東南アジアにおける省エネ設備提案に注力
• 東南アジアにおける建機販売
• 中古建機オークション事業（YUMAC）に農機を追加し

商品群拡大

東南アジア・北米エリアでの新商品＆新機能展開により、
生産財の輸出事業を拡大します。

解決すべき課題

継続提案

海外事業
売上高�（単位：億円）

解決すべき課題

最終年度に向けて
今期の強化ポイント

継続提案

2018年12月、スマート住宅EXPOにて
各社の蓄電池を展示

エネルギーの自給自足、地産地消モデルに向けた提案強化
FIT期間満了を見据えての
蓄電池提案
2019年F IT（固定価格買取）期間満
了を見据え、性能、能力、用途に合わ
せ複数の蓄電池をお客様のニーズに
合わせて提案しています。

環境・エネルギーソリューション事業
地球環境に貢献する機器やシステムを
国内外に販売・普及させ、環境事業を強力に推進します。

●オリジナルPVパッケージ提案
●電気自動車対応蓄電池提案
●太陽光発電出力制御オリジナルユニット提案
●農地におけるソーラーシェアリング提案
●企業のESG・SDGｓに対応した
　ソリューション

●補助金を活用した、学校向け空調提案
●設計から施工・補助金まで、工場・店舗・
　オフィス等の省エネをワンストップでご提案

環境・エネルギーソリューション事業
売上高�（単位：億円）

ロボ（AI）&IoT事業
売上高�（単位：億円）

ロボット＋無軌道自動搬送車
（ファナック社/日本電産シンポ社）

ワンストップ＆コーディネート機能の発揮による事業拡大
自律走行型協働ロボット提案

（ロボデックス展・2019年1月）
当社子会社のロボットエンジニアリ
ング（株）とファナック（株）様、日
本電産シンポ（株）様、ロボットハン
ドメーカーシュンク社様が中心とな
り独自の自動化システムを開発い
たしました。

ロボ（AI）&IoT事業

解決すべき課題

最終年度に向けて
今期の強化ポイント

継続提案

●国内外SIerとの連携強化＆事業エリア拡大

●ロボットエンジニアリング機能
　（システム提案・設計・構築・
　アフターサービス）強化
●ロボットシステムの販売強化
　（産業用ロボット、追従運搬ロボット、
　パワーアシストスーツ他）

システムインテグレーション機能を持ったロボットエンジニアリング
体制をさらに強化し、各分野においてロボ（AI）＆IoTによるソリュー
ション営業を展開します。

2018年
3月期
（実績）

40

2019年
3月期
（実績）

58

2020年
3月期
（目標）

83

2023年
3月期
（目標）

170

2026年
3月期
（目標）

500

2018年
3月期
（実績）

190

2019年
3月期
（実績）

202

2020年
3月期
（目標）

215

2023年
3月期
（目標）

250

2026年
3月期
（目標）

300



YUASA中期経営計画
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成長事業の再強化

●危険なブロック塀対策
●生体認証技術の用途提案

 （工場、オフィス、住宅、街づくり、他）

●建設現場向け特殊無線による安全対策

●型番検索機能などさらなる検索機能UP
●販売先様の取扱い商品の情報発信強化

 （双方向プラットフォーム化）

●Web-DMやキャンペーンを通じた
　情報発信
●即納品（当日出荷可能商品）の
　品揃え充実
●型番一括検索機能、パーツ検索機能など
　独自機能の強化

解決すべき課題

レジリエンス&セキュリティ事業
売上高�（単位：億円）

新流通事業
売上高�（単位：億円）

最終年度に向けて
今期の強化ポイント

継続提案

危険な「ブロック塀」への対策について

万年塀から防音目かくし塀への改修事例

危険なブロック塀対策として、アル
ミ構造によるシステム塀や、目かく
しフェンスをご提案しています。

改修前 改修後

インフラ強靱化による防災・減災対策と
高度なセキュリティ技術により安心・安全な街づくりを提案

レジリエンス&セキュリティ事業
技術のコーディネーターとして
未来の街づくりの提案を強化していきます。

最終年度に向けて
今期の強化ポイント

継続提案

新流通事業
ITを活用した情報発信機能を強化し、
販売先様との電子商取引事業を拡大します。

解決すべき課題

産業とくらしの双方向プラットフォームを目指す

https://www.growingnavi.com/

取引先様との双方向での情報発信
「Growing�Navi」では、当社取扱い
商品だけでなく販売先さまの取扱い商
品の情報発信にも注力しております。

2018年
3月期
（実績）

96

2019年
3月期
（実績）

113

2020年
3月期
（目標）

136

2023年
3月期
（目標）

190

2026年
3月期
（目標）

250

2018年
3月期
（実績）

150

2019年
3月期
（実績）

190

2020年
3月期
（目標）

205

2023年
3月期
（目標）

240

2026年
3月期
（目標）

300

人手不足＆高齢化の社会課題解決に向け当社グループのノウハウを発揮します

新分野開拓

2019年
3月期
（実績）

35

2020年
3月期
（計画）

45

農業ワールドに2年連続出場 農地におけるソーラーシェアリング 高齢者向け音楽療養コンテンツ「健康王国」 ユニバーサルデザインゲート

IoTを活用したロボットをはじめ豊富な商品ラインナップで
農作業の負担軽減と効率的な農業を提案

高齢化社会の快適なくらしを
ハード＆ソフトの両面から提案

農業分野
農業従事者の負担軽減と効率的な農業を提案しています。

介護・医療分野
高齢化社会の快適なくらしを提案しています。

社会的な課題 安全・安心 災害・防災高齢化 環境対策労働人口
の減少

解決すべき課題解決すべき課題

2019年
3月期
（実績）

15

2020年
3月期
（計画）

20

農業分野
売上高�（単位：億円）

介護・医療分野
売上高�（単位：億円）取扱い商品

• 農地を利用したソーラーシェアリング
• 多機能ロボット
• 収納型コンベア
• ハウス内高所作業車
• パイプ台車
• ミニクレーン
• シャワートイレ付倉庫　など

• 介護・医療施設への快適な空調整備
• 負担軽減する介護用ロボット
（アシストスーツ、アシストウォーカー）
• 介護用ベッド、家具、トイレ
• オルゴール　など

取扱い商品

生体認証技術を活用したセキュリティ対策
生体認証技術について、オフィスの入退室管理に加
え、工場、住宅、街づくりなどの観点から新たな用途
開発をご提案しています。



事業を通じた社会課題の解決、ガバナンスの強化
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アルミ切粉リサイクルシステム
生産のコスト削減と環境対策を両立

インフラの強靭化 当社初となる女性社外取締役の就任

グループ会社のユアサテクノ（株）が、工作機械か
ら排出される切粉を高効率でリサイクル可能なシス
テムを提案。

クリーンな再生可能
エネルギーを高効率で
無駄なく活用可能な
システムを提案

省人化・無人化を
実現させるモノづくり
現場をトータルにサポート

災害に強いインフラや
情報の共有化を可能にし
安心して住める街づくりを
提案

6月21日付の株主総会にて就任
取締役会等に女性の目線での意見を取入れ、さらに
活発な議論を行うとともに、ダイバーシティを推進。

ユアサ商事グループは、国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献することを意識して、
下記の3項目に関する取組みを進めてまいります。

台風や豪雨時の水害対策
高潮や豪雨の際に、自動で作動・格納し浸水を防ぐ
防水版を提案。

格納時

作動時

Environment
環境

Governance
ガバナンス

Social
社会

経営基盤の強化

• 全ＰＣ長組織風土改革合宿（2018年４月）
• 拠点長・本部長・関係会社代表合宿（2018年10月）
•ＰＣNo.２合宿（2019年４月）
• 社長懇談会の開催

国内拠点で延べ３１回、海外３回
（南アジア・東アジア・北米）実施

人材育成の取組み

• 女性の一般職から総合職へ転換する
制度の導入と管理職への積極登用

• 女性総合職ミーティングや
育児両立ミーティングによる環境整備

• 外国人留学生の積極的な採用

ダイバーシティへの取組み

挑戦する企業風土の再醸成

社長懇談会の模様

•ＩＴを活用した「働き方改革」の実行
>モバイルパソコンの導入
> 電子稟議の導入
> ECサイト「Growing Navi」の活用実施

• 健康経営優良法人
（ホワイト５００）※ に認定

生産性向上と業務効率化に向けた取組み

※経済産業省が主導する優良な健康経営を実践している
　大規模法人を顕彰する制度。2019年度は当社を含めて821社(内、卸売業は48社)が認定。

風土改革合宿

【新事業開発】

【新分野開拓】【新商品開発】

ビジネスマッチング参加
新事業提案制度

M＆Aへの積極投資

農業分野
介護・医療分野

市場ニーズに対応し
仕入先・販売先と三位

一体での商品開発

チャレンジを高く評価する新人事評価制度導入

社内
FA制度

社内
公募制度

キャリアパス
制度

匠登録
制度

当社の強み
コア事業
成長事業

取引先ネットワーク
商品ラインナップ



会社概要
商 号 ユアサ商事株式会社

YUASA�TRADING�CO.,�LTD.�
本 社 東京都千代田区神田美土代町7番地�
創 業 1666年（寛文6年）3月�
設 立 1919年（大正8年）6月25日�
資 本 金 20,644百万円�
従業員数 2,108名（連結）�975名（単体）�

代表取締役社長 田村　博之
代表取締役専務取締役　経営管理部門統括
兼�地域・グループ担当
兼�輸出管理委員会委員長
兼�倫理・コンプライアンス委員会委員長
兼�内部統制委員会委員長

佐野木晴生

専務取締役　住環境マーケット事業本部長
兼�ユアサプライムス株式会社代表取締役会長
兼�友工商事株式会社代表取締役会長
兼�ユアサクオビス株式会社代表取締役会長

田中　謙一

常務取締役　工業マーケット事業本部長
兼�海外事業推進担当
兼�株式会社国興代表取締役会長

髙知尾敏之

取締役　経営管理部門副統括
兼�総合企画部長
兼�営業支援室長

高橋　宣善

取締役　建設マーケット事業本部長
兼�ユアサマクロス株式会社代表取締役会長
兼�東洋産業株式会社代表取締役会長
兼�ユアサ燃料株式会社取締役
兼�ユアサ木材株式会社取締役
兼�YUASA�CONSTRUCTION
EQUIPMENT�SDN.BHD.取締役

中山　直美

取締役　東部住環境本部長
兼�浦安工業株式会社代表取締役会長
兼�ユアサクオビス株式会社取締役

広瀬　　薫�

取締役　機械エンジニアリング本部長 佐古　晴彦
社外取締役 前田　新造
社外取締役 戸谷　圭子
監査役（常勤） 水町　一実
監査役（常勤） 古本　好之
社外監査役 鶴田　　進
社外監査役 本田　光宏
（注）社外取締役を除く取締役は執行役員を兼務しております。

取締役及び監査役 （2019年6月21日現在）

主な海外関係会社

海外ネットワーク

湯浅商事（上海）有限公司 中国
深圳国孝貿易有限公司 中国
國孝（香港）有限公司 中国
YUASA�TRADING（TAIWAN）CO.,LTD. 台湾
YUASA�TRADING（THAILAND）CO.,LTD. タイ
PT.�YUASA�SHOJI�INDONESIA インドネシア
YUASA�MECHATRONICS（M）SDN.�BHD. マレーシア
YUASA�TRADING（PHILIPPINES）INC. フィリピン
YUASA�TRADING�VIETNAM�CO.,LTD. ベトナム
YUASA�TRADING�INDIA�PRIVATE�LIMITED インド
YUASA-YI,�INC. 米国
YUASA�SHOJI�MEXICO,�S.A.�DE�C.V. メキシコ

主な国内関係会社

国内拠点

国内ネットワーク

産業機器 株式会社国興

工業機械 ユアサテクノ株式会社
ユアサプロマテック株式会社

住設・管材・空調

ユアサクオビス株式会社
友工商事株式会社
浦安工業株式会社
株式会社マルボシ
株式会社サンエイ
フシマン商事株式会社

建築・エクステリア 東洋産業株式会社
建設機械 ユアサマクロス株式会社
エネルギー ユアサ燃料株式会社

その他 ユアサプライムス株式会社
ユアサ木材株式会社

31拠点（8支社、12支店、11営業所）

発行可能株式総数…………………………… 40,000,000株
発行済株式総数……………………………… 23,155,882株

（自己株式945,287株を含む）
株主数………………………………………………… 7,851名

株式の状況

※単元株式数は100株であります。

1.�
2.��

3.�
�
４.�

千株未満は切り捨てて表示しております。
持株比率については、自己株式を控除して算出し小数点第3位以下は切り
捨てて表示しております。
当社は自己株式945千株を保有しておりますが、上記の大株主から除いて
おります。
上記信託銀行持株数のうち、当該信託銀行の信託業務に係る株式数は、
次のとおりであります。
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　2,540千株
日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　1,171千株

大株主 （上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱ 2,540 11.43

日本マスタートラスト
信託銀行㈱ 1,171 5.27

STATE�STREET�BANK�AND�
TRUST�CLIENT�OMNIBUS�
ACCOUNT�OM02�505002

897 4.03

ユアサ炭協持株会 758 3.41

BBH�FOR�FIDELITY�PURITAN�
TR:�FIDELITY�SR�INTRINSIC�
OPPORTUNITIES�FUND

650 2.92

西部ユアサやまずみ持株会 597 2.68

㈱三井住友銀行 594 2.67

東部ユアサやまずみ持株会 560 2.52

ダイキン工業㈱ 452 2.03

ユアサ商事社員持株会 438 1.97

YUASA会社概要／株式情報 （2019年3月31日現在）財務ハイライト
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売上高 第3四半期以降、米中貿易摩擦の影響もあり、海外では一部減速感がみられたものの、国内の設備投資需要は堅調に推移し
ました。また、新規住宅着工件数は減少もリフォーム、インフラ関連、災害復興需要など堅調に推移し、前年比6.9％増の
4,936億27百万円となりました。

経常利益 前期比10.6％増の134億37百万円となり、6期連続で過去最高益を更新いたしました。

配当金 期末配当は10円の記念配当を実施し、普通配当70円と合わせ、1株当たり80円とし、中間と合わせて年間140円（株主
還元率34.3%）とさせていただきました。

2019年3月期の
ポイント

親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） ROE（自己資本当期純利益率） （%）自己資本比率 （%）

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

2016年
3月期

442,042

2017年
3月期

446,335

2018年
3月期

461,749

2019年
3月期

493,627

2016年
3月期

10,357

2017年
3月期

10,923

2018年
3月期

11,402

2019年
3月期

12,517

2016年
3月期

11,039

2017年
3月期

11,704

2018年
3月期

12,149

2019年
3月期

13,437

2016年
3月期

7,190

2017年
3月期

7,777

2018年
3月期

8,261

2019年
3月期

9,038

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

28.0

29.6
30.5 30.9

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

13.2
12.9

12.2 12.2



この報告書は植物油インキを
使用して印刷しています。

事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

中 間 配 当 金
受領株主確定日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特 別 口 座 の

口 座 管 理 機 関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1　
電話　0120－232－711（通話料無料）

郵 送 先 〒137－8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法 �電子公告により行う
公告掲載URL
http://www.yuasa.co.jp/ir/index.html
（ただし、電子公告によることができない事故、その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞
に公告いたします。）

（1）株主さまの住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その他各種お手続きにつき
ましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとな
っております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿
管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託
銀行）にお問い合わせください。

ご注意

株 主メモ

産業とくらしの グランドフェア2019
　当社の販売先様の会である「やまずみ会」が主催し、仕入
先様の会である「炭協会」が協賛で開催される展示会「グラ
ンドフェア」は、今年で42回目を迎えます。「産業とくらしのグ
ランドフェア2019」では、「SDGs」で示された「17の目標と
169のターゲット」を大きなビジネスチャンスと捉え、グラン
ドフェアでの幅広い提案活動と事業展開を通じて、経済成
長、社会課題の解決、環境保全がバランスよく達成された持
続可能な社会の実現に貢献してまいりたいと考えておりま
す。おかげさまをもちまして、受注高、ご来場者数ともに年々
伸長を続けており、今年は全国５会場合計での受注高目標
1,325億円、ご来場者数目標63,800名の達成を目指して
まいります。
　どなた様でもご来場いただけます。詳しくは「産業とくらし
のグランドフェア」特設ホームページをご覧ください。

http://www.yuasa.co.jp/grandfair/

地域 開催日 会場 来場者目標
関東 7/5（金）～7/6（土） 幕張メッセ（千葉県） 22,000名

東北 7/19（金）～7/20（土） 夢メッセみやぎ（宮城県） 8,000名

中部 9/6（金）～9/7（土） ポートメッセなごや（愛知県） 10,500名

九州 9/13（金）～9/14（土） マリンメッセ福岡（福岡県） 9,300名

関西 9/20（金）～9/21（土） インテックス大阪（大阪府） 14,000名

本年のグランドフェア�ポスターデザイン


